
令和 ７ 年 ５ 月 １ 日（木曜日）

文部科学省後援
第427回 段位・級位

全珠連珠算検定
5月25日（日）
全国一斉実施

（奇数月1日発行）　（第 671 号）

発行所	 公益社団法人 全国珠算教育連盟
発行人	 工 藤 壽 和 / 編集人　末 吉 郁 雄
本　部	 〒601-8438	京都市南区西九条東比永城町28
事務局	 電話（075）681-1234　FAX（075）681-8897
	 https://www.soroban.or.jp
東　京	 〒110-0004	東京都台東区下谷2丁目17−4
事務局	 電話（03）3875-6636　FAX（03）3875-6530
印刷所	 佐川印刷株式会社
	 〒617-8588	京都府向日市森本町戌亥5番地の3

（１）

　令和５年４月に開設した日
本そろばん資料館ホームペー
ジには、さまざまな記事や動
画が掲載されている。学びの
きっかけとして、そろばんに
ついての知識を深める方法、
日々の授業・ボランティア授
業等で役立つ内容を紹介。

　父親が創業した会社を継承
するも経営破綻。飲食店での
修行や会社員生活を送る中、
そろばんと再会しそろばんの
先生になることを決意。自ら
の失敗体験をもとに「そろば
ん教育を通じての人づくり」
を紹介。

　豊田市、名古屋市でそろば
んスクエアを主宰。令和６年
度全日本珠算選手権大会小学
生日本一はご子息である。初
歩の生徒から全国大会へ出場
する選手の指導法及び育成な
どを交えながら授業の流れと
練習内容を紹介。

　石垣島で珠算の発展を目指
し、そろばんをいかにPRし
ていくかを考え日々奮闘中。
子供たちがやる気になる、保
護者が通わせたくなる、地域
が応援したくなる教室、授業
を展開。一笑懸命な珠算指導
の秘訣を紹介。

　

３
月
29
日
、
定
刻
に
立

花
晴
美
研
修
学
教
委
員
の

司
会
の
も
と
開
会
し
た
。

　

は
じ
め
に
工
藤
壽
和
理

事
長
の
挨
拶
、
続
い
て
参

議
院
議
員
中
曽
根
弘
文
氏
、

参
議
院
議
員
有
村
治
子
氏
、

参
議
院
議
員
山
谷
え
り
子

氏
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ

　

今
年
は
昭

和
１
０
０
年

に
当
た
り
放

送
事
業
開
始

か
ら
も
同
じ

く
１
０
０
年

で
、
昭
和
の
番
組
や
歌
謡

曲
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に

触
れ
た
り
、
耳
に
入
っ
て

き
た
り
し
て
懐
か
し
さ
を

覚
え
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

逆
に
平
成
や
令
和
生
ま

れ
の
人
に
と
っ
て
は
、
新

鮮
な
感
覚
で
捉
え
て
い
る

と
聞
く
が
、
再
放
送
の
ド

ラ
マ
を
見
る
と
情
報
通
信

機
器
の
変
化
に
気
づ
く
。

昭
和
ド
ラ
マ
の
連
絡
手
段

は
固
定
電
話
が
ほ
と
ん
ど

で
、
も
ど
か
し
さ
と
い
え

ば
現
代
で
は
考
え
ら
れ
な

い
。
今
見
る
と
、
滑
稽
に

感
じ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

さ
て
、
情
報
通
信
機
器

は
１
人
１
台
以
上
の
時
代

を
迎
え
て
い
る
。
技
術
革

新
が
も
た
ら
し
た
恩
恵
は

数
多
く
あ
る
が
メ
リ
ッ
ト

ば
か
り
で
は
な
い
。
各
々

が
通
信
機
器
を
手
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
全

く
面
識
や
関
係
の
な
い
人

た
ち
と
も
交
流
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が

数
多
く
発
生
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
は

個
人
の
嗜
好
に
よ
っ
て
偏

る
が
、
例
え
ば
花
好
き
に

は
花
の
情
報
が
提
供
さ
れ
、

花
好
き
同
士
を
結
び
つ
け

る
。
花
好
き
で
な
け
れ
ば
、

そ
の
情
報
は
入
っ
て
こ
な

い
ぐ
ら
い
だ
。

　

ま
た
、
偏
っ
た
情
報
に

よ
り
過
激
な
情
報
が
好
ま

れ
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
「
嘘
」
の
情

報
が
生
ま
れ
流
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
地
震
や
災
害

が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、

た
く
さ
ん
の
偽
情
報
が
流

さ
れ
つ
な
が
っ
た
人
で
拡

散
さ
れ
、
二
次
災
害
的
な

状
況
が
発
生
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

「
嘘
」
を
見
抜
く
力
が
必

要
に
な
る
が
、
現
在
の
多

く
の
若
者
に
は
見
抜
く
力

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

昭
和
生
ま
れ
の
私
に
と
っ

て
は
『
折
れ
た
煙
草
の
吸

殻
で　

あ
な
た
の
嘘
が
わ

か
る
の
よ
～
♪
』
く
ら
い

が
よ
い
の
だ
が
…
。

（
長
尾　

計
昌
）

５月の紙面
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３
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
第
71
回
全
国
珠
算
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
３
９
３
名
の
研
究
熱
心
な
先
生
方
が
研
鑽
に
励
ん
だ
。（
主
催　

公
益

社
団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
、
後
援　

文
部
科
学
省
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
３
９
３
名
が
指
導
力
を
学
ぶ

第１講座

第4講座

第2講座

第3講座

講　  師

講　  師

講　  師

講　  師

学ぶ・そろばん
～日本そろばん資料館ホームページを起点として～

そろばんが教えてくれた「生きるチカラ」
～失敗からの再起、そして未来ある子どもたちへ～

あんざん時々そろばん
～初歩指導から選手育成まで～

楽しい嬉しい大好きそろばん
～一生懸命より一笑懸命～

珠算教育研究所　研究員　島岡　成紀　氏

香川県　壷井　英貴　氏

沖縄県　宮城　三四郎　氏

愛知県　青木　龍輔　氏

全国珠算研究集会開催全国珠算研究集会開催第第
7171
回回

れ
た
。
そ
し
て
、
第
１

部
・
第
１
講
座
『
学
ぶ
・

そ
ろ
ば
ん
』
と
題
し
て
島

岡
成
紀
珠
算
教
育
研
究
所

研
究
員
、
第
２
講
座
『
楽

し
い
嬉
し
い
大
好
き
そ
ろ

ば
ん
』
と
題
し
て
沖
縄
県

の
宮
城
三
四
郎
氏
が
講
演

さ
れ
、
受
講
者
た
ち
は
興

味
深
い
内
容
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
山
戸
克
弘
副
理

事
長
の
挨
拶
で
１
日
目
を

終
了
し
た
。

　

翌
30
日
は
、
櫨
川
岳
男

研
修
学
教
委
員
の
司
会
の

も
と
岡
久
泰
大
副
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
改
め
て

祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
第
２
部
・
第
３
講

座
『
あ
ん
ざ
ん
時
々
そ
ろ

ば
ん
』
と
題
し
て
愛
知
県

の
青
木
龍
輔
氏
、
第
４
講

座
『
そ
ろ
ば
ん
が
教
え
て

く
れ
た
「
生
き
る
チ
カ

ラ
」』
と
題
し
て
香
川
県

の
壷
井
英
貴
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
、
前
田
珠
樹
研
修

学
教
委
員
長
に
よ
る
閉
会

の
挨
拶
で
成
功
裡
に
幕
を

閉
じ
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
オ
ン
ラ

イ
ン
と
現
地
の
交
互
開
催

と
な
っ
た
が
、
充
実
し
た

内
容
の
研
究
集
会
と
な
り
、

順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ

た
。
各
講
座
を
受
講
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
先
生
方
の

見
解
も
広
が
り
、
自
身
の

教
室
や
生
徒
た
ち
と
の
関

わ
り
合
い
で
取
り
入
れ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
第

68
回
に
続
き
２
度
目
の
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
は
、
ま
た

新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

次
年
度
は
京
都
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
で
の
現
地
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
来

春
の
研
修
が
待
た
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

（
関
連
記
事
４
・
５
面
）
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道
明
義
人
氏
（
和
歌
山

県
）
に
よ
る
珠
算
指
導
者

講
習
会
が
「
そ
ろ
ば
ん
っ

て
た
の
し
い
！

－

幼
児
指

導
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

－
」
と
い
う
演
題
で
、
滋

賀
県
（
２
月
２
日
）、
奈

良
県
（
２
月
９
日
）、
京

都
府
（
４
月
20
日
）
の
３

か
所
で
行
わ
れ
た
。

　

本
紙
第
６
７
０
号
及
び

会
報
第
１
９
６
号
に
掲
載

の
「
令
和
の
そ
ろ
ば
ん
事

情
～
習
い
事
に
珠
算
を
選

ぶ
親
の
意
識

調
査
～
」
の

中
で
も
、
子

供
た
ち
の
就

学
時
期
の
低

年
齢
化
に
つ

い
て
発
表
し

て
い
る
が
、

幼
児
指
導
の

一
例
と
し
て

参
考
に
な
っ

た
。

　

内
容
は
、和

歌
山
市
内
の

◎
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
本
部
収
支
予

算
書
の
承
認
の
件

◎
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る
規
程

の
一
部
改
正
の
件

◎
珠
聖
（
仮
称
）
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験
規

則
及
び
実
施
規
程
制
定
の
件

◎
支
部
存
続
に
関
す
る
内
規
の
一
部
改
正
の
件

◎
育
児
・
介
護
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一

部
改
正
の
件

◎
全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会
実
施
規
程
の

一
部
改
正
の
件

◎
外
部
理
事
・
監
事
推
薦
の
件

◎
学
術
顧
問
の
推
薦
の
件

◎
業
務
委
託
承
認
の
件

◎
「
役
員
賠
償
責
任
保
険
」
更
新
の
件

◎
新
入
会
員
の
承
認
の
件

〈
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
〉

令
和
7
年
２
月
23
日
開
催

於
「
全
珠
連
本
部
事
務
局
」

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
る
実
施

第51回

開

案

催

内

30
余
り
の
幼
稚
園
・
保
育

園
で
そ
ろ
ば
ん
を
取
り
入

れ
て
も
ら
う
に
あ
た
り
、

働
き
か
け
方
と
実
施
状
況

を
中
心
に
、“
新
し
い

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

か
”
自
ら
の
実
施
体
験
を

基
に
話
さ
れ
る
も
の
で
、

普
段
の
塾
経
営
と
は
違
っ

た
観
点
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を

見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
興
味
を
引
か

れ
た
。
す
ぐ
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
条
件
に
よ
っ
て

難
し
い
と
こ
ろ
は
あ
る
に

は
違
い
な
い
が
「
当
た
っ

て
、
砕
け
ろ
」
の
精
神
は
、

私
た
ち
塾
経
営
を
し
て
い

る
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
、

ま
す
ま
す
重
要
な
こ
と

と
再
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
講
習
会
で
は
小

学
校
で
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
授
業
」
の
実
情
に
つ
い

て
も
お
話
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
講
習
会
の
幼
児
指

導
に
つ
い
て
は
、
７
月
に

発
行
さ
れ
る
会
報
第
１
９

７
号
に
掲
載
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
ご
一
読
い
た

だ
き
た
い
。

低
年
齢
化
に
沿
っ
た
指
導
方
法
を
探
る

そ
ろ
ば
ん
っ
て
た
の
し
い
！

−

幼
児
指
導
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

−
奈良県で行われた指導者講習会の模様

　

６
年
ぶ
り
に
人
材
育
成
講
習
会
を
受
講

者
34
名
の
参
加
を
得
て
、
令
和
６
年
12
月

末
に
１
泊
２
日
の
短
期
講
習
と
し
て
開
催

し
た
。

　

全
国
珠
算
教
育
連
盟
は
昭
和
28
年
（
１

９
５
３
年
）
９
月
24
日
に
設
立
さ
れ
た
。

諸
先
輩
方
の
「
全
珠
連
は
自
分
た
ち
で
守

る
。
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
」
の
強

い
気
持
ち
で
、
誠
意
あ
る
対
応
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
。

　

連
盟
の
大
き
な
力
と
な
る
べ
く
、
将
来

を
担
う
幹
部
を
育
成
す
る
た
め
「
幹
部
指

導
者
養
成
講
習
会
」
が
企
画
さ
れ
、
昭
和

31
年
に
静
岡
県
で
第
１
回
を
開
催
。
以
降
、

全
国
各
地
、
持
ち
廻
り
で
開
催
さ
れ
て
き

た
が
平
成
６
年
の
第
34
回
を
も
っ
て
、
所

期
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
り
事
業

は
終
了
と
な
っ
た
。

　

時
を
経
て
、
世
代
交
代
に
お
け
る
後
継

者
の
育
成
問
題
等
に
よ
り
、
若
年
層
の
会

員
か
ら
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

た
め
の
事
業
と
し
て
「
人
材
育
成
講
習

会
」
が
企
画
さ
れ
た
。
第
１
回
は
平
成
19

年
３
月
末
に
東
京
・
渋
谷
区
に
あ
る
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
講
習
期
間
は
２
泊

３
日
で
、
内
容
は
「
全
珠
連
史
」「
新
公

益
法
人
に
つ
い
て
」
や
、「
Ｉ
Ｔ
化
の
す

す
め
」「
そ
ろ
ば
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
」

「
珠
算
史
」、
ま
た
学
術
顧
問
に
よ
る
講
習

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。

　

私
自
身
、
第
１
回
の
受
講
生
で
あ
る
。

講
習
会
に
参
加
で
き
る
ワ
ク
ワ
ク
感
よ
り
、

朝
か
ら
夜
ま
で
び
っ
し
り
決
ま
っ
て
い
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
「
自
分
が
参
加
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
か
」
と
緊
張
感
に
駆
ら

れ
な
が
ら
東
京
に
向
か
い
、
会
場
で
顔
見

知
り
の
先
生
に
お
会
い
し
た
と
き
は
ホ
ッ

と
し
た
覚
え
が
あ
る
。
一
緒
に
受
講
し
た

先
生
は
、
今
も
大
切
な
仲
間
で
あ
る
。

　

今
回
の
受
講
者
の
中
に
も
、
同
じ
よ
う

な
思
い
で
参
加
さ
れ
た
先
生
も
い
た
よ
う

だ
が
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
自
己
紹

介
や
打
合
せ
を
兼
ね
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
新

た
な
取
り
組
み
で
各
班
の
話
し
合
い
に
ブ

レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
採
用
し
、
個
別

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
幾
度
と
な
く
打
合
せ
が

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
日
は
「
初
め
ま

し
て
！
」
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
の
仲
間

の
よ
う
な
連
帯
感
が
見
ら
れ
た
。

　

２
日
間
の
講
習
で
は
あ
っ
た
が
、
参
加

型
の
講
座
も
取
り
入
れ
、
実
り
あ
る
時
間

を
共
有
し
仲
間
意
識
も
強
く
な
り
、「
人

材
」
か
ら
「
人
財
」
に
変
わ
っ
た
シ
ー
ン

が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
受
講
生
は
笑
顔

で
新
し
い
扉
を
開
く
鍵
を
手
に
入
れ
地
元

に
戻
り
、 

連
盟
70
年
の
歴
史
と
実
績
を
力

に
変
え
、
日
本
伝
統
文
化
で
あ
る
「
そ
ろ

ば
ん
」
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
く
れ
る
と

確
信
し
た
。

　

研
修
の
系
譜
は
進
化
を
遂
げ
、
永
続
さ

れ
る
こ
と
が
公
益
目
的
事
業
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
の
大
き
な
支
え
と
な
る
。
研

修
を
機
に
、
各
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

さ
ら
に
は
本
部
役
員
等
で
も
活
躍
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
池
田
美
鈴
執
筆
委
員
）

「
幹
部
指
導
者
養
成
講
習
会
」
か
ら

　
　
　
　

つ
な
が
る
「
人
材
育
成
講
習
会
」

本
部
事
業
予
定

５
月
10
日　

珠
算
連
合
代
表
者
会
議　

東　
　

京

５
月
25
日　

第
427
回
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

全
国
一
斉

６
月
1
日　

第
9
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会オ

ン
ラ
イ
ン

６
月
15
日　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

京　
　

都

６
月
22
日　

珠
算
検
定
試
験
（
４
～
準
６
級
）

全
国
一
斉

　そろばんに関する“不思議”を親子で探求しな
がら、そろばんへの興味・関心を促し親子のふれ
あいと絆を深める企画！
　夏休みの自由研究の題材としてご活用いただけ
ます。
開 催 日：令和７年７月27日（日）
会　　場：東京都台東区「日本そろばん資料館」
時　　間：午前の部　10時30分～12時�
　　　　　午後の部　13時30分～15時
参加対象：小学３年生～６年生
定　　員：各回とも親子５～６組　※参加対象者以外のお子様の入館はご遠慮ください
内　　容：�そろばんクイズラリー、そろばん不思議シート活用による自由課題の研究、�

そろばんストラップ作り等
申込方法：連盟ホームページ新着情報「ニュース」の申込フォームよりお手続きください。
受付期間：６月２日（月）10時～12日（木）15時
そ の 他：�定員を超えた場合、受付終了後、抽選を行います。結果につきましては、７月上旬

までにメールにてお知らせいたします。
　　　　　�なお、参加者の安全に大きな影響が生じると判断した場合は、開催を中止すること�

もあります。

夏休みの自由研究に
第5回そろばんサマーミステリ―

第
9
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

日　
　

時
：
令
和
7
年
６
月
1
日（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

講　
　

座
：
第
１
講
座

　
　
　
　
　
「
楽
し
い
そ
ろ
ば
ん
授
業

　
　
　
　
　

～
教
室
を
温
か
い
笑
い
で
～
」

　
　
　
　
　

日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
名
誉
学
芸
員　

谷　
　

賢
治　

先
生

　
　
　
　
　

第
２
講
座

　
　
　
　
　
「
省
略
算
」

　
　
　
　
　

日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
学
芸
員　

太
田　

敏
幸　

先
生

受
講
料
：
一
人　

5
，0
0
0
円

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
全
珠
連
会
員
は
2
，0
0
0
円

受
講
単
位
：�

２
講
座
２
単
位（
１
講
座
の
み
の
受
付
は

い
た
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
：�

５
月
1
日（
木
）10
時
～
9
日（
金
）15
時

≪
締
切
厳
守
≫

申
込
方
法
：�

連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報「
講
習

会
」の
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
、
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

送
金
期
日
：
５
月
15
日（
木
）≪
期
日
厳
守
≫

　
　
　
　
　

入
金
確
認
後
、
申
込
確
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
：�

申
込（
代
表
）者
は
一
人
一
回
線
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

た
だ
し
、
一
回
線
で
複
数
名（
支
部
・
地

区
・
家
族
単
位
）の
受
講
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　

�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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県
北
部
に
位
置
す
る
会

員
数
も
少
な
い
小
さ
な
津

山
地
区
で
は
あ
る
が
、
毎

年
「
珠
算
優
良
生
徒
表
彰

式
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

会
員
の
教
室
か
ら
推
薦

さ
れ
た
表
彰
者
を
、
今
年

度
も
３
月
23
日
の
珠
算
検

定
試
験
日
に
表
彰
し
た
。

会
場
に
花
の
飾
り
つ
け
等

を
し
、
保
護
者
を
招
き
、

検
定
受
験
者
た
ち
も
い
る

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
表

彰
式
を
行
っ
た
。

　

令
和
６
年
８
月
23
日
、

第
60
回
静
岡
県
そ
ろ
ば
ん

の
日
「
優
秀
生
徒
表
彰
式

典
」
が
開
催
さ
れ
た
。
前

夜
か
ら
県
内
は
記
録
的
雨

量
の
た
め
、
交
通
網
に
も

影
響
が
出
て
関
係
者
が
出

席
で
き
る
か
心
配
で
あ
っ

た
が
、
遅
延
者
は
出
た
も

の
の
無
事
開
会
を
迎
え
ら

れ
た
。
来
賓
に
は
本
部
理

事
を
は
じ
め
県
内
の
市
議

会
議
員
・
県
議
会
議
員
・

衆
議
院
議
員
・
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
支
部
長
・
賛

助
会
員
の
方
々
を
迎
え
て

珠
算
優
秀
生
徒
表
彰
式
典

珠
算
優
秀
生
徒
表
彰
式
典

岡
山
県

静
岡
県

　

支
部
長
か
ら
祝
辞
を
贈

り
、
小
学
４
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
受
賞
者

14
名
、
一
人
ひ
と
り
の
名

前
を
呼
ん
で
表
彰
状
と
記

念
品
の
「
楯
」
を
渡
し
た
。

当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た

受
賞
者
も
い
た
が
、
表
彰

式
の
後
、
先
生
方
と
一
緒

に
記
念
撮
影
を
し
た
。
こ

の
表
彰
式
を
楽
し
み
に
し

て
き
た
保
護
者
た
ち
も
う

れ
し
そ
う
に
我
が
子
を
撮

影
し
て
い
る
様
子
に
、
毎

年
の
こ
と
な
が
ら
大
変
微

笑
ま
し
い
光
景
だ
と
感
じ

る
。

　

長
い
間
そ
ろ
ば
ん
を
が

の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　

支
部
長
式
辞
の
あ
と
来

賓
祝
辞
と
進
み
、
い
よ
い

よ
受
賞
者
４
４
７
名
一
人

ひ
と
り
に
表
彰
楯
が
授
与

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
珠
算

２
名
暗
算
２
名
の
十
段
合

格
者
へ
理
事
長
代
理
の
前

田
珠
樹
理
事
よ
り
証
書
が

授
与
さ
れ
順
調
に
進
行
し
、

第
２
部
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
・
抽
選
会
と
無
事
終
了

し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
典
も
準
備

や
予
算
的
に
も
相
当
厳
し

く
、
全
会
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
結
果
、
従
来

の
式
典
は
不
可
能
と
い
う

結
論
に
至
り
、
60
回
と
い

う
節
目
で
も
あ
り
、
今
後

ん
ば
っ
て
き
た
受
賞
者
た

ち
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

は
表
彰
楯
は
準
備
を
す
る

が
、
授
与
は
各
地
区
に
一

任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

内
外
に
知
ら
し
め
る
た
め

に
も
継
続
し
た
か
っ
た
が

残
念
で
あ
る
。

　

３
月
９
日
、
高
知
県
珠

算
十
傑
30
名
な
ら
び
に
卒

業
生
珠
算
技
能
優
秀
者
19

名
の
表
彰
式
を
高
知
会
館

で
挙
行
し
た
。
な
お
、
珠

算
優
秀
模
範
生
徒
53
名
は

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
表
彰

を
行
っ
た
。

　

今
回
は
初
の
試
み
と
し

て
、
各
部
門
表
彰
者
の
代

表
に
あ
ら
か
じ
め
質
問
を

伝
え
、
答
え
を
フ
リ
ッ
プ

ボ
ー
ド
に
書
い
て
も
ら
い
、

や
り
と
り
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
。
十
傑
表
彰
者
に
は

【
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
は
？
】

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
小
学

校
の
部
Ｏ
さ
ん
「
集
中
力

が
上
が
る
こ
と
」、
中
学

校
の
部
Ｈ
さ
ん
「
諦
め
な

い
力
が
つ
く
こ
と
」、
学

生
一
般
の
部
Ｓ
さ
ん

「
脈
々
た
る
礎
」、
卒
業
生

表
彰
者
に
は
【
後
輩
に
伝

え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
小
学
校

の
部
Ｙ
さ
ん
「
コ
ツ
コ
ツ

と
努
力
す
る
」、
中
学
校

の
部
Ｉ
さ
ん
「
練
習
を
大

切
に
す
る
」、
高
等
学
校

の
部
Ｋ
さ
ん
「
自
分
を
信

じ
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

書
い
た
フ
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド

を
手
に
、
そ
ろ
ば
ん
へ
の

熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
春
よ
り

銀
行
に
就
職
す
る
大
学
生

の
Ｏ
さ
ん
は
表
彰
者
を
代

表
し
て
謝
辞
を
読
み
「
社

会
人
に
な
っ
て
も
挑
戦
を

続
け
る
」
と
力
強
く
宣
言
。

形
は
違
え
ど
も
珠
算
を
通

し
て
大
き
く
成
長
し
て
い

る
姿
を
実
感
さ
せ
る
表
彰

式
と
な
っ
た
。

　

３
月
９
日
、
国
指
定
重

要
文
化
財
で
も
あ
る
大
阪

市
中
央
公
会
堂
に
お
い
て
、

第
70
回
そ
ろ
ば
ん
優
秀
生

徒
表
彰
式
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

本
年
も
大
勢
の
表
彰
生
、

ご
家
族
が
集
う
式
典
と

な
っ
た
。

　

午
後
１
時
よ
り
開
式
の

言
葉
で
始
ま
っ
た
式
典
は
、

国
歌
、
全
珠
連
歌
斉
唱
の

後
山
口
大
仁
支
部
長
、
澤

田
悦
子
理
事
が
祝
意
を
述

べ
、
ご
来
賓
の
方
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。
続
い

て
厚
生
部
長
に
よ
る
経
過

報
告
後
表
彰
へ
移
り
、
選

出
さ
れ
た
総
数
２
８
７
名

（
本
部
表
彰
１
６
０
名
、

支
部
表
彰
79
名
、
段
位
表

彰
44
名
、
特
別
表
彰
４

名
）
の
表
彰
生
が
次
々
と

檀
上
に
て
支
部
長
か
ら
表

彰
を
受
け
た
。

　

そ
し
て
、
特
別
表
彰
で

あ
る
生
徒
作
品
最
優
秀
受

賞
者
に
よ
る
最
優
秀
賞
作

文
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
生
徒
答
辞
が
あ
り
閉
会

の
言
葉
を
も
っ
て
閉
式
と

な
っ
た
。
表
彰
式
典
は
や

は
り
子
供
た
ち
、
保
護
者

そ
し
て
我
々
会
員
に
と
っ

て
唯
一
無
二
の
行
事
だ
と

改
め
て
感
じ
た
。

　

閉
式
後
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み
抽
選

会
で
会
場
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。
最
後
に
先
生

方
の
た
く
さ
ん
の
拍
手
に

送
ら
れ
表
彰
生
た
ち
が
退

場
し
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

高
知
県

大
阪
府

　

私
の
世
代
は
、
習
い
事

と
い
え
ば
、
そ
ろ
ば
ん
・

習
字
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た

よ
う
な
感
じ
が
い
た
し
ま

す
。
ご
多
分
に
漏
れ
ず
私

も
そ
の
一
人
で
し
た
。

　

小
学
校
４
年
生
の
終
わ

り
頃
か
ら
近
く
の
そ
ろ
ば

ん
教
室
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
確
か
そ
の
と
き
の
月

謝
は
、
３
０
０
円
か
ら

そ
ろ
ば
ん
人
生

鹿
児
島
県　

大
津　
　

滝

５
０
０
円
で
し
た
（
60
年

も
前
の
こ
と
で
す
）。
今

思
え
ば
、
現
在
の
よ
う
に

低
学
年
や
幼
稚
園
児
は
、

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
考
え
ま

す
と
、
現
代

の
子
供
た
ち

は
指
導
者
に

恵
ま
れ
て
幸

せ
だ
な
ー
と
感
じ
ま
す
。

私
自
身
の
習
い
始
め
は
遅

か
っ
た
と
は
思
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
時
の
流
れ
で

し
ょ
う
か
。
最
近
の
子
供

た
ち
は
、
小
さ
い
頃
か
ら

習
い
始
め
て
お
り
羨
ま
し

い
限
り
で
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
習
い
始
め
る
と
、
練

習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
脳
の

活
性
化
が
図
れ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

実
に
子
供
た
ち
の
成
長
は
、

す
ご
い
な
ー
と
感
心
い
た

し
ま
す
。

　

私
が
そ
ろ
ば
ん
に
の
め

り
こ
ん
だ
の
は
、
鹿
児
島

県
に
て
、
優
勝
（
読
上

算
）
し
た
こ
と
が
、
そ
も

そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。

な
ん
で
も
や
れ
ば
で
き
る

と
い
っ
て
も
、
努
力
な
く

し
て
は
、
で
き
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
人

生
の
糧
と

な
っ
て
、
現

在
の
レ
ー
ル

を
走
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
社

会
生
活
を
送
る
う
え
で
優

勝
と
い
う
経
験
が
、
そ
ろ

ば
ん
人
生
へ
の
入
り
口
に

思
え
ま
す
。

　

幸
か
不
幸
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
伝
統
文
化
の
継

承
と
い
う
責
任
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
錯
覚
し
な

が
ら
、
小
学
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
授
業
等
、
そ
ろ
ば

ん
人
生
を
送
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

珠
算
界
の
思
い
出
は
、

２
０
１
０
年
の
広
島
で
開

催
さ
れ
た
全
国
珠
算
研
究

集
会
で
の
研
究
発
表
で
す
。

　

今
後
も
指
導
者
の
一
人

と
し
て
、
そ
ろ
ば
ん
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲フリップボードに書いた質問の答え
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珠
算
教
育
研
究
所

研
究
員

島
岡
　
成
紀 

氏

沖
縄
県

宮
城
三
四
郎 

氏

愛
知
県

青
木
　
龍
輔 

氏

　

ご
自
身
が
日
本
そ
ろ
ば

ん
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
づ
く
り
を
通
し
て
得
た

「
学
び
」
の
機
会
を
紹
介
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
参
加

者
の
日
々
の
授
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
授
業
な
ど
に
役

立
つ
知
識
を
得
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
ら
と
い
う
思

い
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

１
．
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料

館
に
つ
い
て
「
学
ぶ
」

　

日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

を
講
師
自
ら
趣
味
で
あ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
徒
歩
で
散

策
し
た
付
近
の
様
子
な
ど

を
紹
介
。
今
回
の
「
学

び
」
の
基
盤
で
あ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
本
体
ペ
ー
ジ

と
文
章
や
画
像
、
音
声
、

動
画
な
ど
を
投
稿
す
る
こ

と
の
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ

と
の
相
互
の
概
要
と
構
成

や
主
な
コ
ン
テ
ン

ツ
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
さ
れ

た
。

２
．
掲
載
記
事
か

ら
「
学
ぶ
」

　
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
マ
ガ

ジ
ン
か
ら
「
新
珠

算
用
語
集
」「
所
蔵

資
料
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」「
深
堀
り
！

そ
ろ
ば
ん
の
歴
史
」

「
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
」
と
そ
の
他
の

記
事
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
い
た
だ
い

た
。

３
．「
谷
先
生
の
そ
ろ
ば

ん
噺
」
で
「
学
ぶ
」

　

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
「
谷
先
生
の
そ
ろ
ば
ん

噺
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
日

本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
名
誉

学
芸
員
で
あ
る
谷
賢
治
氏

が
そ
ろ
ば
ん
の
歴
史
や
雑

学
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
授
業
や
日
々
の
そ
ろ
ば

ん
授
業
で
ど
の
よ
う
に
活

用
で
き
る
か
を
説
明
さ
れ

た
。

４
．
よ
り
広
く
よ
り
深
く

「
学
ぶ
」

　

私
た
ち
が
そ
ろ
ば
ん
に

つ
い
て
調
べ
た
り
、
学
ん

だ
り
す
る
と
き
に
有
効
な

資
料
が
た
く
さ
ん
所
蔵
さ

れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
活
用
方
法
や
当
連
盟

の
理
事
・
学
術
顧
問
で
あ

り
、
三
重
大
学
名
誉
教
授

で
あ
る
上
垣
渉
先
生
の

「
日
本
の
そ
ろ
ば
ん
略
史
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
は
ど

う
か
と
の
提
案
を
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
珠
算

人
は
自
ら
が
発
明
・
発
見

す
る
こ
と
は
な
い
に
等
し

い
。
だ
か
ら
こ
そ
先
人
た

ち
が
考
え
、
実
践
し
て
き

た
事
柄
を
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
結
ば
れ
た
。
夏
に
は

資
料
館
に
お
い
て
、
子
供

た
ち
の
夏
休
み
の
自
由
研

究
に
役
立
つ
「
そ
ろ
ば
ん

サ
マ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
」
な

ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
度
足
を
運
ば
れ
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　

自
己
紹
介
で
は
、
理

屈
っ
ぽ
い
・
根
拠
が
な
い

と
動
け
な
い
・
忘
れ
っ
ぽ

い
・
追
い
込
ま
れ
な
い
と

取
り
組
め
な
い
な
ど
、
理

系
脳
で
な
か
な
か
行
動
に

移
せ
な
い
と
の
こ
と
。
小

学
校
１
年
生
に
体
験
入
学

し
た
と
き
か
ら
そ
ろ
ば
ん

の
楽
し
さ
に
取
り
つ
か
れ
、

将
来
の
夢
は
そ
ろ
ば
ん
の

先
生
で
、
こ
れ
ま
で
そ
ろ

ば
ん
の
こ
と
を
一
度
も
嫌

い
に
な
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
と
話
さ
れ
た
。

　

～
初
歩
～

　

体
験
授
業
に
来
た
保
護

者
の
方
に
褒
め
る
こ
と
の

重
要
性
を
話
し
て
い
る
。

た
し
算
、
ひ
き
算
に
お
い

て
は
慌
て
ず
に
時
間
を
か

け
て
し
っ
か
り
基
礎
固
め

を
行
っ
て
い
る
。

　

～
珠
算
指
導
～

　

①
み
と
り
算
に
お
い
て

難
易
度
の
高
い
問
題
で
練

習
し
て
い
る　

②
か
け
算

で
の
計
算
方
法
は
、
両
落

と
し
の
観
察
定
位
法
で
あ

る　

③
わ
り
算
で
は
、
８

級
に
お
い
て
の
商
先
唱
の

徹
底
、
７
級
・
５
級
の
立

商
位
置
、
確
商

の
た
め
、
還

元
・
大
還
元
は

指
導
し
て
い
な

い
　

教
室
の
理
想

像
と
し
て
「
そ

ろ
ば
ん
の
楽
し

さ
を
伝
え
た

い
」「
た
く
さ

ん
練
習
さ
せ
て

上
手
な
子
を
増

や
し
た
い
」

「
暗
算
力
育
成

が
最
重
要
」。
そ
の
た
め
、

多
く
の
時
間
を
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
式
問
題
の
練
習
に
充
て

て
い
る
。

　

～
暗
算
指
導
～

　

①
90
％
以
上
の
生
徒
が

見
取
暗
算
先
行
。
個
人
差

は
あ
る
が
８
級
合
格
く
ら

い
か
ら
や
さ
し
い
見
取
暗

算
を
導
入　

②
乗
暗
算
に

お
い
て
の
分
割
計
算
の
方

法　

③
除
暗
算
で
は
、
答

え
は
必
ず
１
桁
ず
つ
書
く

　

ま
た
、
暗
算
指
導
全
体

の
共
通
意
識
と
し
て
、
間

違
い
直
し
は
そ
こ
そ
こ
に
、

３
問
「
し
か
」
で
き
な
い

で
は
な
く
、
３
問
「
も
」

で
き
た
な
ど
の
声
掛
け
を

し
、
数
字
の
一
つ
ひ
と
つ

に
丸
を
付
け
る
な
ど
、
暗

算
を
嫌
い
に
さ
せ
な
い
工

夫
を
し
て
い
る
。

　

～
選
手
指
導
～

　

タ
イ
ム
、
点
数
を
成
績

表
に
記
入
し
、
具
体
的
な

目
標
設
定
を
作
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
る
。

　

約
１
時
間
と
少
な
い
時

間
で
の
講
座
で
あ
っ
た
が
、

指
導
方
法
の
す
べ
て
を
網

羅
し
た
素
晴
ら
し
く
興
味

深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
資

料
で
い
た
だ
い
た
段
位
見

取
暗
算
プ
リ
ン
ト
や
、
や

さ
し
～
～
い
見
取
暗
算
プ

リ
ン
ト
は
す
ぐ
に
授
業
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
教
材
で
、

受
講
さ
れ
た
参
加
者
に

と
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
な
っ
た
に
違

い
な
い
。

　

石
垣
島
で
開
塾
し
て
５

年
。
現
在
の
生
徒
数
が
約

２
３
０
名
と
い
う
、
大
人

気
の
教
室
の
様
子
や
イ
ベ

ン
ト
内
容
を
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
。

　

開
塾
当
初
の
生
徒
募
集

は
、
学
校
前
で
の
チ
ラ
シ

配
布
や
保
育
園
へ
の
チ
ラ

シ
置
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
が
有
効
だ
っ
た
。
現
在

も
宣
伝
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ

ス
コ
ミ
を
活
用
さ
れ
て
い

る
。
教
室
に
合
格
者
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
貼
り
出
す

掲
示
物
も
重
要
な
宣
伝
手

段
と
の
こ
と
。

　

生
徒
数
や
上
級
、
段
位

練
習
者
の
増
加
に
伴
い
、

一
人
ひ
と
り
へ
の
対
応
が

上
手
く
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
授
業
形
式
を
随
時

制
の
み
か
ら
級
別
の
一
斉

授
業
を
取
り
入
れ
る
よ
う

に
変
更
。
一
斉
授
業
に
す

る
こ
と
で
、
一
体
感
や
、

競
争
心
や
ラ
イ
バ
ル
心
が

生
ま
れ
、
時
間
を
意
識
し

て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
授
業
内
容
の
動

画
で
は
、
三
四
郎
先
生
の

テ
ン
ポ
よ
い
話
術
と
明
る

い
ノ
リ
の
授
業
が
展
開
さ

れ
、
子
供
た
ち
が
先
生
に

惹
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
、
そ
ろ
ば
ん
に
取
り

組
ん
で
い
る

様
子
が
う
か

が
え
た
。
検

定
や
競
技
に

力
を
入
れ
て

取
り
組
む
の

は
、
教
室
を

活
発
化
さ
せ

る
た
め
に
必

要
な
こ
と
で

あ
る
た
め
、

合
格
点
に
達
し
な
く
て
も

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い

る
。

　

多
数
の
イ
ベ
ン
ト
（
毎

月
実
施
）
を
行
っ
て
お
り
、

そ
ろ
ば
ん
教
室
を
楽
し
い

と
こ
ろ
と
思
わ
せ
、
退
塾

防
止
や
生
徒
募
集
に
つ
な

げ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
の
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
必
要
な
こ
と
だ
が
、

先
生
自
身
が
楽
し
ん
で
実

施
す
れ
ば
よ
い
と
の
こ
と
。

実
際
に
行
わ
れ
た
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
の
動
画
は
、
ま

さ
に
「
三
四
郎
劇
場
」
で

先
生
自
身
が
楽
し
ん
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
替
え
歌
、

ダ
ジ
ャ
レ
、
コ
ス
プ
レ
な

ど
、
よ
く
考
え
つ
く
な
と

感
心
し
て
し
ま
う
楽
し
い

内
容
で
あ
っ
た
。
子
供
た

ち
は
教
室
に
行
く
の
が
楽

し
く
て
仕
方
な
い
だ
ろ
う

と
思
え
た
。

　

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事
で
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
子
供
の
様
子
を
伝

え
て
い
る
。
そ
ろ
ば
ん
大

好
き
で
、
頭
の
中
が
そ
ろ

ば
ん
で
い
っ
ぱ
い
の
三
四

郎
先
生
の
意
欲
と
熱
意
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
保
護
者
が
教
室

の
魅
力
を
伝
え
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
に
昇
華
さ
れ

て
い
る
。
毎
日
通
い
た
い

と
思
わ
せ
、
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
た
授
業
を
心

が
け
て
い
る
と
い
う
先
生

の
そ
ろ
ば
ん
に
対
す
る
熱

い
思
い
が
伝
わ
る
楽
し
い

講
座
で
あ
っ
た
。

第
１
講
座

　

そ
ろ
ば
ん
に
関
す
る
記
事
や
動
画
を
多
数
掲

載
し
て
い
る
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
お
す
す
め
の
記
事
や
コ
ン

テ
ン
ツ
の
紹
介
な
ら
び
に
活
用
方
法
を
珠
算
教

育
研
究
所
研
究
員
で
あ
る
島
岡
成
紀
氏
に
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

石
垣
島
で
そ
ろ
ば
ん
教
室
３
４
６
（
さ
ん
し

ろ
う
）
を
開
塾
し
て
５
年
の
宮
城
三
四
郎
氏
に
、

子
供
た
ち
を
珠
算
好
き
に
し
、
楽
し
ま
せ
る
べ

く
実
践
し
て
い
る
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

令
和
６
年
度
全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
で
、
小

学
生
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
に
輝
い
た
青
木
瑛
斗
さ

ん
の
父
親
で
も
あ
る
青
木
龍
輔
氏
に
指
導
方
法

に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

第
２
講
座

学
ぶ
・
そ
ろ
ば
ん

～
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
起
点
と
し
て
～

楽
し
い
嬉
し
い
大
好
き
そ
ろ
ば
ん

～
一
生
懸
命
よ
り
一
笑
懸
命
～

あ
ん
ざ
ん
時
々
そ
ろ
ば
ん

～
初
歩
指
導
か
ら
選
手
育
成
ま
で
～

第
３
講
座

第71回全国珠算研究集会
珠算界に春を呼ぶ研修のチカラ

第71回全国珠算研究集会
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全珠連検定試験
十 段 位 合 格 者

第425回
（令和7年1月26日実施）敬称略

〈 珠　算　11名 〉

〈 暗　算　20名 〉

東
京
都

亀か
め

澤ざ
わ　

悠ゆ
う

菜な

中2
（14）

中1
（13）

道
央後ご

藤と
う　

怜れ
い

治じ小5
（11）

埼
玉
県

大お
お

坂さ
か　

拓た
く

真ま 小4
（10）

道
央若わ

か

松ま
つ　

咲さ

菜な

小6
（12）

オ
ホ
ー
ツ
ク

菅す
が

原わ
ら　

理り

央お高1
（16）

道
央遠え

ん

藤ど
う

あ
い
な 小6

（12）

オ
ホ
ー
ツ
ク

永な
が

嶋し
ま　

　

怜れ
い

中1
（13）

沖
縄
県

平ひ
ら

田た　

翔し
ょ
う
ま真

高3
（18）

宮
崎
県

小こ

八ば

重え

結ゆ

菜な

中2
（14）

東
京
都

葛く
ず

岡お
か　

知ち

桜さ

中1
（13）

沖
縄
県

本も
と

永な
が　

理り

来く

（23）

岐
阜
県

赤あ
か

堀ほ
り　

楓ふ
う

果か

小6
（12）

三
重
県

平ひ
ら

澤さ
わ　

舞ま

彩や

中1
（13）

中2
（14）

栃
木
県

柿か
き

沼ぬ
ま

ひ
よ
り

小５
（11）

愛
知
県

中な
か

野の　

陽は
る

菜な 小6
（12）

静
岡
県

深ふ
か

津つ　

瑠る

月る

小6
（12）

鹿
児
島
県

田た
の

上う
え　

大ひ
ろ

矢や 小6
（12）

広
島
県

吉よ
し

田だ　

そ
ら

中1
（13）

長
野
県

福ふ
く

澤ざ
わ　

　

舜し
ゅ
ん

小６
（12）

大
阪
府

吉よ
し

村む
ら　

彰し
ょ
う
ま真

中2
（14）

沖
縄
県

小お

野の

寺で
ら　

芽め
い

中2
（14）

青
森
県

嶋し
ま

田だ

心こ

二じ

郎ろ
う

中2
（14）

長
野
県

坂さ
か

牧ま
き　

夏な

帆ほ

高1
（15）

広
島
県

鈴す
ず

木き

さ
く
ら

沖
縄
県

大お
お

城し
ろ　

千ち

青は
る

小4
（10）

沖
縄
県

城し
ろ

間ま　

陽ひ

愛な

中3
（15）

奈
良
県

伊い

藤と
う　

央お
う

理り

小6
（12）

沖
縄
県

島し
ま
ぶ
く
ろ袋

真ま

珠み

子こ

高1
（16）

埼
玉
県

中な
か

島し
ま　

永え
い

翔と

小3
（9）

埼
玉
県

石い
し

川か
わ　

華か

帆ほ

小3
（9）

全珠連ホームページで
合格者の声を掲載中
そろばんのチカラ

珠
算
十
段
　
暗
算
十
段

広
島
修
道
大
学

商
学
部

珠
算
準
五
段
　
暗
算
九
段

佐
賀
大
学

医
学
部

合合
格格

合合
格格

小
林　

優
太
（
広
島
県
）

久
保
山
雄
翔
（
佐
賀
県
）

１
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

　

計
算
力
・
思
考
力
が
身
に
つ
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
塾
の
友
達
や
ラ
イ
バ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
裏
方

と
し
て
動
く
こ
と
で
常
に
周
り
へ
感
謝
す
る
気
持
ち
が
身
に

つ
い
た
。

２
．
大
学
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
又
は
将
来
の
夢
・
目
標

　

将
来
の
夢
は
高
校
で
教
員
と
し
て
働
く
こ
と
。
母
校
で
簿

記
を
教
え
る
先
生
に
な
り
た
い
。
ま
た
、
珠
算
部
の
顧
問
と

し
て
後
輩
た
ち
と
一
緒
に
日
本
一
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た

い
。

３
．�

後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

諦
め
ず
に
今
、
自
分
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
を
続
け
た

ら
必
ず
努
力
が
報
わ
れ
る
時
が
来
る
の
で
、
前
を
向
い
て
自

信
を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

≪
恩
師
の
言
葉
≫　

梶
谷　

成
子　

氏
（
故
人
）

　
「
そ
ろ
ば
ん
が
上
手
に
な
り
た
い
」
と
当
塾
へ
通
い
始
め
て
10
年
余
。

　

辞
め
た
く
な
っ
た
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
為
せ
ば
成
る
」

の
塾
訓
の
よ
う
に
強
い
気
持
ち
を
持
ち
努
力
す
る
姿
勢
は
、
弟
や

妹
は
も
ち
ろ
ん
、
後
輩
た
ち
の
お
手
本
で
し
た
。
大
学
で
も
目
標

に
向
か
っ
て
、
自
分
ら
し
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

※
先
生
の
ご
生
前
最
後
の
お
言
葉
と
な
り
ま
し
た

１
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

　

暗
算
が
得
意
に
な
る
と
、
高
校
受
験
だ
け
で
な
く
大
学
受

験
に
お
い
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
計
算

が
速
く
な
っ
た
お
か
げ
で
、
少
し
時
間
に
余
裕
が
で
き
ま
し

た
。

２
．
大
学
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
又
は
将
来
の
夢
・
目
標

　

将
来
は
、
佐
賀
県
で
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
き
、
地
元

の
人
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
作
る
か
か
り
つ
け
医
に
な
り
ま
す
。

３
．�

後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

字
は
、
き
れ
い
に
書
い
て
お
く
と
後
で
苦
労
し
ま
せ
ん
。

　

暗
算
は
日
常
で
役
に
立
つ
こ
と
が
多
い
の
で
、
重
点
的
に

や
っ
て
お
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

≪
恩
師
の
言
葉
≫　

橋
本　

恵
子　

氏

　

２
０
０
９
年
に
入
塾
し
て
16
年
間
、
中
･
高
･
大
学
の
受
験
の

多
忙
な
中
で
も
上
手
に
時
間
を
作
り
、
珠
算
学
習
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
温
厚
な
性
格
で
器
用
な
方
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
つ
こ
つ
努
力
の
で
き
る
子

で
す
。
保
護
者
の
協
力
や
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
て
彼
が
成
長
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
く
だ
さ

い
。

千
葉
県

髙た
か

嶋し
ま　

　

優ゆ
た
か

（▲左上）

祝祝
珠
算
優
秀
生
徒

珠
算
優
秀
生
徒

　

大
学
合
格
だ
よ
り

　

大
学
合
格
だ
よ
り

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

香
川
県

壷
井
　
英
貴 

氏

◆
中
途
半
端
だ
っ
た
選
手

時
代

　

小
学
校
２
年
生
で
そ
ろ

ば
ん
教
室
へ
通
い
は
じ
め
、

香
川
県
代
表

で
全
四
国
大

会
や
全
日
本

珠
算
選
手
権

大
会
に
出
場
。

十
段
ク
ラ
ス

が
多
数
い
る

中
、
香
川
県

で
生
ま
れ
た

お
か
げ
で
出

場
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

会
社
経
営
か
ら
転
身
し
て
そ
ろ
ば
ん
教
室
経

営
に
心
血
を
注
い
で
い
る
“
熱
血
漢
”
の
壷
井

英
貴
氏
に
、
そ
ろ
ば
ん
教
育
を
通
じ
て
の
人
づ

く
り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
ろ
ば
ん
が
教
え
て
く
れ
た
「
生
き
る
チ
カ
ラ
」

～
失
敗
か
ら
の
再
起
、
そ
し
て
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
～

第
４
講
座

◆
会
社
経
営
の
失
敗
と
自

己
破
産

　

父
親
か
ら
会
社
を
継
承

し
た
が
38
歳
の
時
に
倒
産
。

他
責
思
考
で
経
営
者
と
し

て
の
姿
勢
が
欠
け
て
い
た
。

◆
新
し
い
仕
事
の
中
で
の

気
づ
き
と
そ
ろ
ば
ん
と
の

再
会

　

激
務
の
飲
食
店
で
働
く

も
、
経
営
者
時
代
と
変
わ

ら
ぬ
ス
タ
ン
ス
で
仕
事
に

臨
ん
で
い
た
こ
と
に
、
毎

日
日
記
を
つ
け
る
こ
と
で

気
づ
く
こ
と
は
で
き
た
が
、

体
調
不
良
が
原
因
で
退
職
。

次
に
勤
め
た
食
品
会
社
で
、

営
業
成
績
が
伸
び
ず
心
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
た

と
き
に
そ
ろ
ば
ん
と
再
会

す
る
。
久
し
ぶ
り
に
弾
き
、

初
め
て
指
先
に
血
が
通
う

感
覚
を
感
じ
、
十
段
を
目

指
し
て
娘
さ
ん
と
練
習
を

す
る
こ
と
が
日
課
と
な
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
心
に
変

化
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ま
で

赤
字
経
営
の
営
業
所
を
黒

字
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆
指
導
者
の
道
へ

　

本
屋
で
見
つ
け
た
そ
ろ

ば
ん
特
集
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
教
室
を
見
学
し
、
先

生
に
な
り
た
い
と
決
心
。

そ
ろ
ば
ん
教
室
を
二
足
の

草
鞋
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
41
歳
で
暗
算
十

段
に
11
回
目
で
合
格
。
人

生
の
中
で
初
め
て
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
感
覚
を
抱
き
、
食
品
会

社
の
仕
事
も
順
調
で
あ
っ

た
が
、
先
生
に
専
念
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
。

◆
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
こ
と

　

失
敗
し
た
自
分
だ
か
ら

こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
。

そ
れ
は
努
力
す
る
こ
と
、

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
最

後
ま
で
や
り
ぬ
く
こ
と
。

感
謝
の
心
を
常
に
持
ち
、

当
た
り
前
の
こ
と
が
普
通

に
で
き
る
、
そ
ろ
ば
ん

「
は
」
で
は
な
く
、
そ
ろ

ば
ん
「
も
」
で
き
る
人
に

導
い
て
い
き
た
い
。

　

何
を
し
て
も
楽
し
く
な

か
っ
た
経
営
者
時
代
か
ら

十
数
年
が
経
ち
、
現
在
は

先
生
と
し
て
楽
し
い
と
思

え
る
毎
日
が
過
ご
せ
て
い

る
と
話
さ
れ
た
。
生
徒
や

保
護
者
か
ら
楽
し
そ
う
に

仕
事
を
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
、
い
く
つ
か
の
心
温

ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
四
国

88
カ
ッ
プ
で
作
成
さ
れ
た

動
画
も
披
露
さ
れ
た
。

「
そ
ろ
ば
ん
は
生
き
る
た

め
の
習
い
事
で
あ
り
、
幸

せ
に
生
き
る
た
め
の
習
い

事
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ

と
ば
で
結
ば
れ
た
。

　

研
究
集
会
で
す
べ
て
の

講
座
の
タ
イ
ト
ル
に
「
そ

ろ
ば
ん
」
と
い
う
文
字
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
初
め

て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
は
、
講
師
各
々
の

珠
算
教
育
に
対
す
る
信
念

と
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ

た
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
、

実
り
あ
る
時
間
と
な
っ
た
。
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「
用
意
、
始
め
」
緊
張

し
た
雰
囲
気
の
中
で
珠
算

競
技
大
会
は
始
ま
り
ま
す
。

検
定
試
験
も
同
様
で
す
。

　

こ
の
瞬
間
に
「
音
」
が

調
和
し
ま
す
。
貴
重
な
瞬

間
で
す
。
全
員
が
同
じ
問

題
を
計
算
す
る
と
き
で
す
。

や
が
て
答
え
を
書
く
音
、

次
の
問
題
を
計
算
す
る
音
、

エ
ン
ピ
ツ
を
落
と
す
な
ど

の
音
が
混
じ
る
と
調
和
は

乱
れ
て
き
ま
す
。
同
じ
問

題
を
計
算
す
る
音
が
重
な

る
と
、
実
に
き
れ
い
に
音

が
調
和
し
ま
す
。
特
に
大

き
な
会
場
で
一
流
の
選
手

た
ち
が
計
算
を
始
め
た
瞬

間
は
、
そ
れ
は
見
事
に
調

和
し
た
き
れ
い
な
音
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
音
は
ま
さ
に
静
寂

な
森
の
中
の
浅
瀬
を
流
れ

る
小
さ
な
川
の
「
せ
せ
ら

ぎ
の
音
」
に
聞
こ
え
ま
す
。

選
手
や
受
験
者
た
ち
に

と
っ
て
は
、
１
題
で
も
多

く
１
題
で
も
正
し
く
計
算

す
る
こ
と
に
集
中
す
る
の

で
、
会
場
全
体
の
音
は
意

識
し
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
担
当
の
先
生
た
ち

に
は
そ
の
音
が
聞
こ
え
て

い
ま
す
。
周
囲
が
静
か
で

あ
れ
ば
聴
衆
に
も
聞
こ
え

る
は
ず
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
少
し
で
も

別
の
音
が
入
っ
た
ら
「
せ

せ
ら
ぎ
の
音
」
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
聞
こ
え
る
の
は
、

わ
ず
か
な
時
間
だ
け
で
す
。

「
用
意
、
始
め
」
か
ら
の

ご
く
わ
ず
か
な
瞬
間
で
す
。

必
ず
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
、
せ

き
、
答
え
を
書
く
音
な
ど

が
少
し
で
も
入
っ
た
ら

「
せ
せ
ら
ぎ
」
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

（
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館　

名
誉
学
芸
員　

谷　

賢
治
）

せ
せ
ら
ぎ
の
音　前

編

大分県　千
ち

原
はら

 彩
いろ

葉
は

さん　11歳（小6）
＜そろばん＞
珠算準四段
暗算七段

そろばんと書き方

◎�二刀流にあたり意識していること、工夫
していること
　すきま時間を見つけ、そろばんの練習
をしています。そして、書写では毎日一
枚できるように、心がけています。

◎今後の目標
　十段を目指して、これからもそろばん
と書き方を両立していきたいです。

◎�先生からひとこと
　（大浪　勝子 氏）
　何事に対しても一生懸命やる子です。
その姿には見ていて頭が下がります。他
の生徒の見本です。

「一つの道は全てに通じる！」

＜書き方＞（大分県書写）硬筆六段中　毛筆六段中
【令和６年表彰】
・第76回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭　
　大分県書写書道教育研究協議会長賞
・ＪＡ共済小中学生第68回書道コンクール　
　ＴＯＳテレビ大分賞
・第43回全国豊かな海づくり大会大分県知事賞

答えは連盟HPの「新着情報（ニュース）」
を見てね！（5月中旬公開予定）

そろばんのチカラ 検　索

30回目のテーマは
『ピクニック』
まちがいが10コあるよ！

※本頁は教場等でご活用ください。

　「集まれ！二刀流キッズ」にご寄稿いただける方を随時募集しております。	
ご紹介いただける場合は各支部までご連絡ください。

二刀流二刀流
集まれ キ！ ッズ

♫

♫
♫♪

室の高い珠算教育を目指して質の高い珠算教育を目指して
　これまで５年の間に２７か国・地域の珠算教育事情を紹介してきた。ブラ
ジルやトンガといった、珠算教育がおこなわれていることが周知されている
国から、意外と思われる国までバラエティ豊かであるが、これは当基金が
２０１９年に調査した珠算教育実施国数１０８か国の４分の１に過ぎない。
　「１０８か国」という数もまた、以前は考えられなかった数である。これ
は情報技術の発展によって珠算（暗算）教育の効果、そして「そろばん」と
いう教具の持つ可能性が広く世界各地に伝播し、そして認められつつあると
いう証左であり、非常にうれしく思う一方で、「珠算を正しく理解している
指導者（経営者）は何％くらいいるのだろうか」と不安にさいなまれること
もある。
　今後の課題として、珠算教育実施国の数が増えることばかりではなく、「質
の高い珠算教育」を普及することに力を注ぎ、これまで以上に世界規模で「珠
算教育」が評価されることを目指し進んでいきたい。「世界そろばんフェスティバル」2019 年８月 21日・東京


